
うわっ！　お獅子だ。
4月29日、上横道の御嶽山で横道3区の
蚕影山・御嶽山春祭りが行われました。
子ども相撲が行われるこの祭り。相撲の
合間に地元の神楽が披露されると、子ど
もたちは獅子に近づき、のぞきこんだり、
手を出したりと大喜びでした。
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想
定
さ
れ
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2

真
田
町
は
、
上
田
市
・
丸
子

町
・
武
石
村
と
と
も
に
、
平
成
14

年
12
月
24
日
、
４
市
町
村
に
よ
る

任
意
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
、

今
日
ま
で
、
新
市
将
来
構
想
の
策

定
、
事
務
事
業
の
調
整
方
針
な
ど

15
回
の
会
議
を
開
催
し
、
話
し
合

わ
れ
た
内
容
や
結
果
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
だ
よ
り
な
ど
で
住
民

の
皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
し
て
き
ま

し
た
。

４
月
27
日
開
催
し
ま
し
た
、
第

15
回
任
意
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、

母
袋
会
長
か
ら
、
「
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
住

民
の
み
な
さ
ん
へ
情
報
を
提
供
し

意
見
を
交
換
す
る
時
間
を
多
く
と

る
た
め
、
具
体
的
な
論
議
の
場
と

な
る
法
定
合
併
協
議
会
へ
の
移
行

に
つ
い
て
、
議
会
に
提
案
し
て
い

く
段
階
に
き
て
い
る
」
と
の
提
案

が
あ
り
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、

「
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
合
併
協
議
会
の
設
置
」
に

関
す
る
議
案
を
、
議
会
に
提
案
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
５
月
11
日
、
真
田
町

議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
町
長
か

ら
、
「
先
に
行
っ
た
住
民
意
向
調

査
の
結
果
、
賛
否
に
つ
い
て
は
き

っ
こ
う
し
た
も
の
の
、
合
併
賛
成

が
合
併
反
対
を
上
回
っ
た
こ
と
、

議
会
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
る
と
の
回

答
が
相
当
数
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
市
町
村
合
併
に
対
し
て
町
民

の
み
な
さ
ま
に
一
定
の
ご
理
解
が

得
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
た
」
と

の
内
容
に
よ
る
提
案
説
明
が
あ
り
、

「
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
合
併
協
議
会
の
設
置
」
に

つ
い
て
の
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑
に
続
い
て
、

３
名
の
議
員
か
ら
反
対
討
論
、
ま

た
４
名
の
議
員
か
ら
賛
成
討
論
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
12
名
、

反
対
３
名
と
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

上
田
市
と
丸
子
町
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
月
７
日
と
11
日
に
同

議
案
が
審
議
さ
れ
、
両
市
町
と
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
武
石
村
で
は
、

６
月
初
旬
ま
で
に
は
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
採
決
さ
れ
る
予
定
で

す
。上

田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
合
併
協
議
会
の
設
置
は
、

４
市
町
村
す
べ
て
の
議
会
議
決
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
に

は
武
石
村
議
会
の
議
決
を
受
け
、

４
市
町
村
長
に
よ
る
協
議
会
設
置

に
関
す
る
協
議
書
、
協
議
会
規
約

に
関
す
る
協
議
書
、
お
よ
び
任
意

合
併
協
議
会
解
散
に
関
す
る
協
議

書
の
調
印
が
行
わ
れ
、
初
め
て
合

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
合
併
協
議
会
が
設
立

さ
れ
た
場
合
は
、
「
分
権
型
合
併

の
仕
組
み
の
確
立
」、「
合
併
の
方

式
・
期
日
・
新
市
の
名
称
・
財
産

の
取
り
扱
い
」、「
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
負
担
の
あ
り
方
」、「
新
市
建
設

計
画
の
策
定
」、「
財
政
計
画
の
策

定
」
な
ど
、
任
意
合
併
協
議
会
で

話
し
合
わ
れ
た
協
議
結
果
を
最
大

限
尊
重
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的

な
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
す
す
め
、
年
内
に
は

と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

法
定
合
併
協
議
会

設
置
議
案
可
決

合
併
の
ゆ
く
え
⑳

法定合併協議会の設置議案
は、5月11日に開かれた臨
時議会で、賛成12、反対3
の賛成多数で可決された。

問
い
合
わ
せ

合
併
対
策
室

有
線
２
０
６
６

q
72-

２
２
０
２

５
月
１１
日
に
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、

「
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村

合
併
協
議
会
の
設
置
」
に
つ
い
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
議
案
は
、
上
田
市
と
丸
子
町
で
も
可

決
さ
れ
、
武
石
村
で
は
６
月
初
旬
ま
で

に
採
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

武
石
村
で
同
議
案
が
議
決
さ
れ
る
と
、

合
併
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
議
論
の
場

で
あ
る
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

法
定
合
併
協
議
会
で
は
、
新
市
建
設
計

画
の
策
定
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ

れ
る
予
定
で
す
。
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平
成
16
年
度
の
町
の
一
般
会
計

は
、
47
億
９
０
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
比
で
６
・
８
％
、
３
億
５

０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
15
年
度
と
16
年
度
の
町
の
歳

入
を
比
較
し
た
も
の
が
、
左
の
グ

ラ
フ
で
す
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
町
税
収
入
は
、
５
２
６
３
万

円
、
率
に
し
て
４
・
２
％
減
額
し

た
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
の
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
よ

り
、
地
方
交
付
税
は
、
１
億
１
０

０
０
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
の
基
幹
財
源

の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
厳

し
い
歳
入
状
況
の
中
で
、
予
算
編

成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
と
地
方
の
税
財
政
を
改
革
す

る
た
め
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」

は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
、

地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し
、
国

か
ら
地
方
へ
の
税
財
源
移
譲
の
三

つ
の
改
革
を
一
体
的
に
進
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

国
で
は
、
本
年
度
か
ら
本
格
的

に
三
つ
の
改
革
を
実
行
に
移
し
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
急
で
、
ま

た
予
想
以
上
の
改
革
に
、
全
国
の

多
く
の
地
方
自
治
体
が
予
算
編
成

に
あ
た
り
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。

減
額
と
な
る
国
庫
補
助
負
担
金

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
財
源
不
足

を
補
う
た
め
、
経
費
の
削
減
努
力

や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
般
家
庭
に
例

え
れ
ば
、
貯
蓄
に
あ
た
る
財
政
調

整
基
金
や
減
債
基
金
な
ど
を
取
り

崩
し
て
な
ん
と
か
予
算
を
編
成
し

て
い
ま
す
。
中
に
は
財
源
不
足
の

た
め
、
半
年
分
の
予
算
し
か
組
め

な
か
っ
た
町
村
も
あ
る
そ
う
で
す
。

改
革
に
よ
る
町
へ
の
影
響
は
、

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

地
方
交
付
税
の
減
額
、
そ
の
減

額
を
補
て
ん
す
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
額
と
、
国
庫
補
助
負
担
金

の
一
般
財
源
化
な
ど
の
二
つ
の
改

革
で
２
億
６
７
８
４
万
円
が
減
額

と
な
り
、
残
り
一
つ
の
改
革
で
あ

る
税
源
移
譲
で
は
、
本
格
的
な
税

源
移
譲
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
と

し
て
所
得
譲
与
税
を
創
設
し
ま
し

た
。
所
得
譲
与
税
の
配
分
は
人
口

割
り
で
、
小
規
模
町
村
に
は
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
り
、
当
町
は
１

８
９
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

町
税
収
入
の
落
ち
込
み
や
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
る
歳
入
不
足
な

ど
に
よ
り
、
今
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
額
は
47
億
９
０
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
、
向
上
す
る
こ
と

を
第
一
に
、
経
常
的
な
経
費
の
削

減
、
事
業
の
投
資
効
果
や
実
施
後

将
来
的
に
発
生
し
て
く
る
費
用
、

施
設
の
維
持
管
理
方
法
な
ど
総
合

的
に
検
討
し
、
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

な
お
、
昨
年
度
ま
で
は
、
歳
出

予
算
の
概
要
を
「
そ
こ
が
知
り
た

い
　
私
た
ち
の
く
ら
し
（
予
算
の

あ
ら
ま
し
）
」
の
冊
子
と
し
て
全

戸
に
配
付
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
歳
出
予
算
の
概
要
は
、
次

ペ
ー
ジ
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

三
位
一
体
の
改
革
が
実
施

さ
れ
る

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る

町
へ
の
影
響

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

4

１６
年
度
の
予
算
編
成
は
、
大
変
厳
し
い
と
の
見
込
み
を

お
伝
え
し
た
の
は
、
今
年
の
２
月
号
。

そ
し
て
、
町
の
１６
年
度
の
予
算
編
成
が
行
わ
れ
た
。

４
月
に
は
、
国
庫
補
助
金
削
減
・
地
方
交
付
税
見
直
し
・

税
財
源
移
譲
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
で
、

県
内
１
１
６
市
町
村
の
１６
年
度
歳
入
は
３
７
８
億
円
減
っ
た
と

報
道
さ
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
今
年
度
の
町
の
予
算
は
ど
う
な
の
か
？

ま
た
、
ど
ん
な
分
野
に
い
く
ら

使
わ
れ
る
の
か
見
て
み
よ
う
。

特
集
ど
こ
に
、い
く
ら
？

町
の
予
算

グラフ用語の説明
町債…町の借入金。
繰入金…基金を取り崩して
一般会計へ入れる額　
その他収入…使用料・手数
料や、前年度からの繰越金、
負担金など諸収入　
国・県支出金…国、県の補
助金など

歳入項目

地方交付税 ▲1億1,000万円
対前年度当初予算比

6.1％減

臨時財政対策債 ▲1億2,270万円
対前年度当初予算比

30.0％減

国庫補助負担金等

所得譲与税

影響額（見込）

▲3,514万円

1,890万円

▲2億4,894万円

保育所運営費負担金等

税源移譲の暫定措置

金　　額 備　　考

町の予算
歳入当初予算の前年比較

三位一体の改革による影響額
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国
民
健
康
保
険
事
業
（
町
民
税
務

課
）
８
億
３
６
８
９
万
円

国
民
健
康
保
険
は
病
気
や
け
が

に
備
え
て
、
加
入
者
が
保
険
税
を

出
し
合
い
、
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
の
医

療
給
付
や
、
高
額
療
養
費
の
支
給
、

国
保
の
加
入
者
が
出
産
し
た
場
合

の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
な
ど

保
険
給
付
事
業
（
５
億
２
７
７
９

万
円
）
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
加
入
者
の
人
間
ド

ッ
ク
の
補
助
金
と
し
て
（
日
帰
り

１
万
円
、
１
泊
２
日
２
万
円
）
な

ど
を
行
い
ま
す
。

老
人
保
健
な
ど
の
拠
出
金
（
２

億
２
０
９
１
万
円
）
や
介
護
保
険

納
付
金
事
業
（
６
１
４
０
万
円
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

老
人
保
健
事
業
（
町
民
税
務
課
）

10
億
３
５
３
８
万
円

75
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
65

歳
以
上
の
障
害
者
（
一
部
）
が
、

適
切
な
医
療
を
安
定
的
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

社
会
福
祉
（
福
祉
健
康
課
）

３
億
３
０
１
万
円

心
身
に
障
害
を
持
つ
方
や
介
護

者
、
高
齢
者
、
母
子
・
父
子
家
庭

が
、
よ
り
豊
か
で
安
心
し
て
生
活

が
送
れ
る
よ
う
各
種
事
業
を
行
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
身
体
障
害
者
な

ど
が
通
院
す
る
際
の
利
便
を
図
る

た
め
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
交

付
事
業
（
１
２
１
万
円
）
、
在
宅

の
心
身
障
害
児
（
者
）
の
タ
イ
ム

ケ
ア
事
業
（
２
２
３
万
円
）
、
老

人
や
重
度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児

な
ど
を
対
象
に
医
療
費
の
自
己
負

担
分
の
補
助
を
す
る
福
祉
医
療
費

給
付
事
業
（
４
７
０
０
万
円
）
、

障
害
を
持
つ
方
が
希
望
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
町
な
ど
で

経
費
負
担
す
る
支
援
費
事
業
（
１

億
３
２
９
万
円
）
な
ど
の
事
業
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
障
害
者
等
共
同
作
業

セ
ン
タ
ー
や
老
人
セ
ン
タ
ー
の
施

設
の
管
理
運
営
費
（
２
１
２
８
万

円
）
、
国
保
会
計
繰
出
金
（
３
７

９
１
万
円
）
な
ど
の
予
算
が
含
ま

れ
ま
す
。

児
童
福
祉
（
福
祉
健
康
課
）

２
億
８
４
６
０
万
円

保
育
園
の
運
営
（
２
億
２
８
４

９
万
円
）
や
児
童
の
放
課
後
健
全

育
成
の
た
め
の
児
童
館
等
の
運
営

（
１
７
６
８
万
円
）、
児
童
手
当
の

支
給
（
３
８
４
３
万
円
）
を
行
い

ま
す
。

同
和
対
策
（
福
祉
健
康
課
）

１
２
２
４
万
円

同
和
対
策
に
関
す
る
経
費
で
、

部
落
解
放
同
盟
支
部
へ
の
活
動
助

成
（
１
５
０
万
円
）
、
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
（
３
０
０
万
円
）
な

ど
で
す
。

母
子
保
健
事
業
（
福
祉
健
康
課
）

２
８
１
万
円

乳
幼
児
と
お
母
さ
ん
の
た
め
の

各
種
健
康
診
査
や
健
康
づ
く
り
、

相
談
事
業
の
経
費
で
す
。

成
人
健
康
診
査
事
業
（
福
祉
健
康

課
）
１
７
９
９
万
円

成
人
の
病
気
の
早
期
発
見
や
、

早
期
治
療
に
対
し
て
の
支
援
と
し

て
、
集
団
健
康
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
各
種
検
診
、
相
談
活
動
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
の
と
き
の
補
助
を
し

ま
す
。

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
事
業
（
福

祉
健
康
課
）
３
３
６
万
円

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
健
康
教
室
、
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
事
業
（
福
祉
健
康
課
）

１
１
５
１
万
円

健
康
で
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
健
康
推
進
員
の
協
力

を
得
て
、
リ
ハ
ビ
リ
や
健
康
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
の
各
種
教
室
の
開
催
、

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
お
宅
へ

の
訪
問
、
心
の
健
康
づ
く
り
な
ど

を
行
い
ま
す
。

感
染
症
予
防
事
業
（
福
祉
健
康
課
）

９
３
６
万
円

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や
乳
幼

児
、
小
中
学
生
の
予
防
接
種
、
高

齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
た
め
の
経
費
で
す
。

議
会
活
動
（
議
会
事
務
局
）

８
３
７
０
万
円

年
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応

じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
を
通
し
て
、

政
策
の
最
終
決
定
と
行
財
政
の
運

営
・
事
務
処
理
の
監
視
を
し
ま
す
。

ま
た
、
町
政
へ
の
関
心
を
高
め
、

町
民
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
年
４
回
「
議
会
だ

よ
り
」
を
発
行
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け

て
（
情
報
政
策
課
）
６
５
万
円

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

と
連
携
し
な
が
ら
、
「
さ
な
だ
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
基
本
理

念
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
を
目
指
し
各
種
活
動
を
行

い
ま
す
。

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
の
推

進
（
情
報
政
策
課
）
９
３
０
万
円

各
区
が
知
恵
を
し
ぼ
り
、
汗
を

か
き
、
自
ら
の
行
動
で
住
み
や
す

い
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動

（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
）
を
す
る
場

合
に
、
区
長
の
申
請
に
基
づ
き
助

成
し
ま
す
。

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
（
情
報
政
策

課
）
２
０
１
６
万
円

事
務
の
合
理
化
、
共
有
化
、
正

確
化
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

広
報
紙
の
発
行
（
情
報
政
策
課
）

５
５
２
万
円

町
の
話
題
や
各
種
情
報
を
積
極

的
に
提
供
し
ま
す
。

有
線
放
送
電
話
（
情
報
政
策
課
）

７
６
４
１
万
円

町
内
に
お
け
る
通
話
環
境
を
維

持
し
ま
す
。
町
の
身
近
な
各
種
情

報
や
、
災
害
時
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

選
挙
（
総
務
課
）
１
９
２
６
万
円

今
年
度
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員

選
挙
な
ど
の
経
費
で
す
。
参
議
院

議
員
選
挙
経
費
は
、
１
４
０
０
万

円
で
、
国
か
ら
の
委
託
金
で
す
。

税
金
に
関
す
る
経
費
（
町
民
税
務

課
）
２
３
５
６
万
円

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
の
課
税
に
関
す
る
電

算
シ
ス
テ
ム
委
託
費
や
、
納
税
管

理
に
関
す
る
経
費
で
す
。

戸
籍
・
住
民
記
録
な
ど
に
関
す
る

経
費
（
町
民
税
務
課
）

２
８
４
９
万
円

戸
籍
、
住
民
記
録
、
印
鑑
登
録
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
関
す
る
電
算
シ
ス

テ
ム
維
持
管
理
委
託
費
、
シ
ス
テ

ム
使
用
料
で
す
。

高
齢
者
福
祉
（
福
祉
健
康
課
）

２
億
６
０
８
１
万
円

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
負
担
を

軽
減
し
、
よ
り
良
い
老
後
を
送
る

た
め
の
福
祉
施
策
経
費
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費

用
や
施
設
の
運
営
の
た
め
の
費
用

（
９
５
３
万
円
）、
ま
た
、
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
介
護
者
へ
の
支
援

（
８
６
６
万
円
）、
在
宅
介
護
支
援

や
介
護
予
防
生
活
支
援
の
た
め
の

経
費
（
５
８
４
４
万
円
）
で
す
。

な
お
、
老
人
保
健
や
介
護
保
険
の

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
（
１
億
７

０
４
０
万
円
）
が
含
ま
れ
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
（
福
祉
健
康
課
）

７
億
５
４
８
８
万
円

介
護
保
険
制
度
は
、
老
後
の
最

大
の
不
安
要
因
で
あ
る
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に

作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

所
得
な
ど
に
応
じ
て
保
険
料
を

出
し
合
う
こ
と
で
、
介
護
認
定
を

受
け
た
人
は
だ
れ
で
も
平
等
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
そ
の

費
用
を
負
担
す
る
社
会
保
険
制
度

で
す
。

居
宅
介
護
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ

ス
給
付
（
４
億
６
２
５
万
円
）
や

住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
購
入
の
費

用
に
対
す
る
支
給
金
（
６
６
４
万

円
）
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
他
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
な

ど
に
入
所
し
た
場
合
の
サ
ー
ビ
ス

（
３
億
１
３
０
０
万
円
）
や
高
額

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
際
の

払
い
戻
し
な
ど
の
予
算
で
す
。

5
つ
の
分
野
の

町
づ
く
り
の
た
め
に

6

町
の
予
算

輝
く
未
来
へ
の
町
づ
く
り

福
祉
健
康
の
町
づ
く
り

昨年12月に児童の放課後健
全育成のためにオープンした
町の児童館。

60歳以上の方を対象に行わ
れた生涯現役セミナーで、男
性も手づくり料理に挑戦。



各
区
の
集
会
施
設
等
の
整
備
（
教

育
委
員
会
）
６
０
万
円

区
の
公
民
館
の
新
築
、
増
改
築
、

遊
具
整
備
、
区
民
広
場
の
整
備
な

ど
に
補
助
し
ま
す
。

歴
史
・
文
化
財
等
の
保
護
と
活
用

（
教
育
委
員
会
）
２
９
０
万
円

町
指
定
史
跡
等
の
管
理
や
天
然

記
念
物
の
保
護
を
し
ま
す
。
ま
た
、

文
化
財
保
護
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
（
教
育
委
員
会
）

５
７
９
８
万
円

ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
町
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
「
健
康
日
本

一
の
町
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

体
育
館
や
運
動
公
園
な
ど
の
管
理

運
営
（
４
０
８
３
万
円
）
を
行
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、

少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
健
康
日
本

一
の
町
づ
く
り
の
た
め
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
実
施
（
６
２
０

万
円
）
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
補

助
（
４
０
０
万
円
）
に
よ
り
、
全

国
や
県
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
選

手
等
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

町
道
の
整
備
（
建
設
課
）

１
億
８
６
１
７
万
円

交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

町
道
の
改
良
、
舗
装
、
側
溝
、
街

路
灯
整
備
を
行
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
辺
地
対
策
事
業
５
路
線
、
町

単
独
事
業
13
箇
所
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
な
ど
の
管
理
（
建
設

課
）
２
９
５
１
万
円

身
近
な
生
活
道
路
の
維
持
補
修

や
道
路
台
帳
整
備
、
除
雪
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
区
で
購
入
す

る
除
雪
機
械
の
補
助
を
し
ま
す
。

国
土
調
査
（
建
設
課
）

１
６
０
２
万
円

土
地
の
１
筆
ご
と
の
状
況
を
調

査
し
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
作
成
し
、

所
有
権
を
明
確
に
し
ま
す
。
ま
た
、

赤
線
や
水
路
な
ど
国
の
財
産
を
町

に
譲
与
し
て
も
ら
う
た
め
の
事
務

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
赤

線
な
ど
の
隣
接
土
地
所
有
者
は
、

そ
の
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

上
水
道
（
上
下
水
道
課
）

５
億
４
８
４
０
万
円

町
民
の
皆
さ
ん
に
安
定
し
た
水

を
供
給
す
る
た
め
、
老
朽
送
配
水

管
の
布
設
替
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
更

新
、
水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
な

ど
施
設
整
備
、
維
持
管
理
な
ど
の

た
め
の
経
費
で
す
。

年
間
を
通
し
て
定
期
的
に
水
源

地
や
配
水
池
の
水
質
検
査
（
１
０

７
７
万
円
）
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
（
上
下
水
道
課
）

８
億
５
４
３
９
万
円

雑
排
水
や
し
尿
を
適
正
に
処
理

し
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境

と
清
ら
か
な
河
川
水
質
を
保
つ
た

め
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
施
設
の
維
持
管
理
（
１
億
６
８

５
３
万
円
）
を
し
ま
す
。

ま
た
、
借
り
入
れ
し
た
建
設
費

の
元
利
償
還
金
（
４
億
２
０
６
９

万
円
）
の
返
済
を
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

の
集
合
処
理
区
域
以
外
で
設
置
し

て
い
た
だ
く
合
併
浄
化
槽
の
町
上

乗
せ
補
助
金
は
、
本
年
度
で
終
了

し
ま
す
。

菅
平
の
下
水
道
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
機
能
を
維

持
、
向
上
さ
せ
る
た
め
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
の
更
新
や
新
設
す
る
処

理
場
の
土
木
工
事
を
始
め
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
、
環
境
美
化
、
消
費
生

活
等
（
観
光
商
工
課
）

１
億
４
９
３
８
万
円

ゴ
ミ
の
収
集
処
理
委
託
、
町
の

環
境
美
化
、
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。
消
費
生
活

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
（
総
務
課
）

５
５
６
万
円

交
通
安
全
協
会
等
と
協
力
し
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
事
故
防

止
の
た
め
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
町
実
現
の
た
め
、

防
犯
指
導
員
を
中
心
に
防
犯
意
識

高
揚
を
図
り
、
夜
間
の
安
全
確
保

の
た
め
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す
。

消
防
・
防
災
（
消
防
防
災
課
）

３
億
１
５
４
２
万
円

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
の
経
費
で
す
。
非
常
備
消
防

（
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
）
へ

の
支
援
（
４
５
７
８
万
円
）
、
消

防
施
設
・
機
械
器
具
の
整
備
（
１

９
４
１
万
円
）
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
消
防
署
の
運
営
経
費
は
、
１

億
６
３
７
２
万
円
で
す
。

本
年
度
、
横
尾
区
に
消
防
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
（
８

６
５
０
万
円
）
し
ま
す
。
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農
林
業
の
振
興
（
農
林
課
）

２
億
６
９
５
３
万
円

農
用
地
の
保
全
や
利
用
調
整
、

農
業
者
の
生
活
安
定
を
図
る
ほ
か
、

技
術
向
上
、
人
材
育
成
な
ど
町
の

農
業
の
振
興
を
目
指
し
た
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
財
産

で
あ
る
山
林
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

ま
し
た
森
林
空
間
整
備
事
業
は
本

年
度
で
終
了
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
町
に
あ
っ

た
米
づ
く
り
や
水
田
活
用
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
事
業
（
４
６
５
万
円
）
を

行
い
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
（
農
林
課
）

１
億
１
８
１
９
万
円

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の

土
地
改
良
や
県
営
事
業
で
の
農
村

の
生
活
環
境
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

交
通
対
策
（
観
光
商
工
課
）

１
９
０
０
万
円

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
、
廃

止
さ
れ
た
生
活
路
線
バ
ス
（
傍
陽

線
、
渋
沢
線
）
の
運
行
を
し
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ふ

れ
あ
い
さ
な
だ
館
へ
の
利
便
性
向

上
の
た
め
の
町
内
巡
回
バ
ス
運
行

を
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
（
観
光
商
工
課
）

１
５
８
４
万
円

町
内
商
工
業
者
な
ど
が
行
う
各

種
事
業
に
、
経
営
支
援
と
安
定
を

図
る
た
め
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
経
営
者
の
制
度
資
金
利

用
時
の
信
用
保
証
協
会
保
証
料
に

つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

観
光
の
振
興
（
観
光
商
工
課
）

９
７
７
５
万
円

町
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
宣

伝
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
サ
ニ

ア
パ
ー
ク
や
真
田
氏
歴
史
館
、
傍

陽
ふ
る
さ
と
公
園
な
ど
の
施
設
の

維
持
管
理
、
運
営
を
し
ま
す
。

真
田
ま
つ
り
開
催
に
向
け
て
の

実
行
委
員
会
負
担
金
と
し
て
３
３

０
万
円
を
支
出
し
ま
す
。
参
加
す

る
町
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

学
校
教
育
（
教
育
委
員
会
）

３
億
４
２
９
４
万
円

学
校
の
施
設
管
理
、
教
育
の
振

興
、
給
食
や
保
健
、
教
育
委
員
会

の
運
営
の
た
め
の
経
費
（
２
億
８

９
７
４
万
円
）
で
す
。

遠
距
離
か
ら
通
学
す
る
小
中
学

生
や
高
校
生
の
通
学
費
の
補
助
、

私
立
の
幼
稚
園
や
そ
の
保
護
者
に

対
す
る
補
助
な
ど
、
主
に
保
護
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
の
施
策
を
行

い
ま
す
。

ま
た
本
年
度
は
、
小
中
学
生
の

学
力
検
査
（
１
６
８
万
円
）
を
行

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
う

え
で
学
力
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

ま
た
、
本
原
小
学
校
給
食
室
の
改

築
（
５
３
２
０
万
円
）
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

人
権
教
育
の
推
進
（
教
育
委
員
会
）

１
７
４
万
円

町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
学
習
会
や
町
民
集
会
を

開
催
し
ま
す
。
人
権
教
育
の
た
め

の
啓
発
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
（
教
育

委
員
会
）
３
０
９
万
円

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
を
目
指
し
、
ふ
る
さ
と
再
発
見

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
青
少
年
ふ
れ

あ
い
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
会
議
や
青
少
年
健

全
育
成
指
導
員
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
、
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
青
少

年
に
有
害
な
環
境
を
浄
化
す
る
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
例
年
行
っ
て
い
ま
す
福

岡
県
岡
垣
町
と
の
国
内
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
は
、
今
年
は
真
田
町
か
ら
岡

垣
町
を
訪
問
す
る
年
で
す
。
事
業

費
は
、
１
４
６
万
円
で
す
。

生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動
の
推
進

（
教
育
委
員
会
）
２
６
９
９
万
円

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一

人
一
学
習
を
進
め
る
た
め
、
各
種

教
室
や
行
事
（
１
５
１
万
円
）
を

行
い
、
生
涯
学
習
ヘ
の
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
中
央
公
民
館
や
図
書
館
、
生
涯

学
習
館
な
ど
の
管
理
運
営
（
１
５

２
９
万
円
）
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、
分
館
や
社
会
教
育
関
係
団
体

へ
の
活
動
支
援
（
４
３
０
万
円
）

を
し
ま
す
。

8

活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
振
興
の
町
づ
く
り

だ
れ
も
が
将
来
に
夢
を
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
住
み
や
す
い

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

１月10日に行われた平成16
年の消防出初式。

傍陽小学校5年生の米作りで
の田植え。
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公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て

そ
れ
に
署
名
を
す
る
な
ど
の
手
続

き
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
代
わ
り
、

新
た
に
「
期
日
前
投
票
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
投
票

名
簿
登
録
地

の
市
区
町
村
で
行
う
投
票

投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
日

ま
た
は
告
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙

期
日
の
前
日
ま
で

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務

が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
（
現
行

の
不
在
者
投
票
事
由
）
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人
。

投
票
場
所

期
日
前
投
票
所

（
町
は
役
場
町
民
ホ
ー
ル
）

投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時
ま
で

投
票
手
続

宣
誓
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
以
外
は
基
本
的
に
選
挙

期
日
の
投
票
所
に
お
け
る
投
票
の

手
続
と
同
じ
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
次
の
１
お
よ
び
、
２

の
手
続
き
を
行
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
は

同
時
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

１
　
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ

る
こ
と
の
証
明
手
続

①
申
請
書
（
署
名
不
要
）
と
郵
便

等
投
票
証
明
書
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
添

え
て
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
ま
す
。

（
こ
の
手
続
き
を
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
申
請
と
同
時
に
行
う

場
合
は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
申
請
書
へ
の
署
名
は
不
要
）

②
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
る

旨
が
記
載
さ
れ
た
郵
便
等
投
票
証

明
書
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、

郵
便
等
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

２
　
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
者

の
届
出
の
手
続
き

①
届
出
書
（
署
名
不
要
）
と
、
郵

便
等
投
票
証
明
書
、
代
理
記
載
人

と
な
る
べ
き
人
に
よ
る
同
意
書
・

宣
誓
書
（
代
理
記
載
人
の
署
名
必

要
）
を
添
え
て
選
挙
管
理
委
員
会

に
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
投
票
に
関

す
る
記
載
を
行
う
「
代
理
記
載
人
」

と
な
る
べ
き
人
を
届
け
出
ま
す
。

②
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
人
の

氏
名
が
記
載
さ
れ
た
郵
便
等
投
票

証
明
書
が
、
郵
便
等
で
送
付
さ
れ

ま
す
。

３
　
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投

票
手
続
き

①
請
求
書
（
代
理
記
載
人
の
署
名

必
要
）
と
郵
便
等
投
票
証
明
書
を

添
え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
を
請
求
し

ま
す
。

②
投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
が
、

郵
便
等
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
現
在
す
る
場
所
に
お
い
て
、
代

理
記
載
人
は
、
投
票
用
紙
に
選
挙

人
が
指
示
す
る
候
補
者
名
を
記
載

し
、
投
票
用
封
筒
に
入
れ
た
後
、

そ
の
表
面
に
署
名
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
郵
便
等
で
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
係

有
線
２
０
１
１

q
72-

２
２
０
１

７
月
１
日
か
ら
「
真
田
町
も
や

せ
な
い
ご
み
指
定
荷
札
」
を
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
も
や
せ
な
い
ご
み

専
用
袋
」
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
現

在
の
出
し
方
で
は
、
出
さ
れ
た
ご

み
の
指
定
荷
札
を
取
り
外
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

今
後
、
氏
名
等
と
、
ご
み
の
分

類
の
記
載
欄
を
設
け
た
新
し
い

「
も
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
」
が
で

き
ま
す
が
、
現
在
の
袋
の
在
庫
が

終
わ
る
９
月
こ
ろ
か
ら
の
流
通
に

な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
現
在
の
「
も

や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
」
に
自
治

会
名
、
氏
名
を
記
入
し
、
中
身
の

種
別
を
「
か
ん
」
・
「
び
ん
」
等
記

載
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
販
売
店
で
は
す
で
に
指

定
荷
札
の
販
売
を
中
止
し
て
い
ま

す
。
７
月
１
日
以
前
に
「
真
田
町

も
や
せ
な
い
ご
み
指
定
荷
札
」
が

終
わ
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
も
や

せ
な
い
ご
み
の
出
し
方
に
よ
り
ご

み
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
以
降
、
「
真
田
町
も

や
せ
な
い
ご
み
指
定
荷
札
」
が
余

っ
て
い
ま
し
た
ら
、
役
場
生
活
環

境
係
の
窓
口
で
「
真
田
町
も
や
せ

な
い
ご
み
指
定
荷
札
」
４
枚
で

「
も
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
30

入
」
１
枚
と
交
換
し
ま
す
。
（
菅

平
区
は
リ
ゾ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

「
真
田
町
も
や
せ
な
い
ご
み
指

定
荷
札
」
を
廃
止
し
て
も
、
今
ま

で
の
ご
み
の
分
別
方
法
は
ま
っ
た

く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の

種
類
ご
と
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
み
を
出
す
曜
日
も
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
ど

お
り
、
缶
・
鉄
く
ず
は
緑
色
の
日
、

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
そ
の
他
の
ご
み
は
黄
色

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
係

有
線
２
０
４
６

q
72-

２
２
０
４

法
律
改
正
で
、
介
護
保
険
法
上

の
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
方
が
、
新
た
に
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
続
き
方
法

１
　
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

申
請

①
投
票
に
先
立
っ
て
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
、
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
申
請
書

（
署
名
必
要
）
と
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

②
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
が
郵
便
等
で
送

付
さ
れ
ま
す
。

２
　
投
票
手
続

①
請
求
書
（
署
名
必
要
）
と
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
と

投
票
用
封
筒
を
請
求
し
ま
す
。

②
投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
が
郵

便
等
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
現
在
す
る
場
所
に
お
い
て
、
投

票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記
載
し
、

投
票
用
封
筒
に
入
れ
た
後
、
そ
の

表
面
に
署
名
し
て
選
挙
管
理
委
員

会
に
郵
便
等
で
送
付
し
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、

自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
と
し
て
定
め
ら
れ
た

次
の

又
は

に
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け

出
た
人
（
選
挙
権
を
有
す
る
人
に

限
る
）
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身

体
障
害
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

に
上
肢
ま
た
は
、
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
１
級
で
あ
る
者
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人
。

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の

戦
傷
病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に

上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で

あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

人
。

手
続
き
方
法

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票

を
行
う
た
め
に
は
、
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
申
請
に
加
え
て
、

選
挙
期
日
前
の
投
票
が

簡
単
に
な
り
ま
し
た
。７

月
１
日
か
ら

も
や
せ
な
い

ご
み
指
定
荷
札
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

行政フラッシュ
選挙制度の変更と
ごみ指定荷札の廃止

行政フラッシュ 期
　
日
　
前
　
投
　
票
　
は

投
票
用
紙
を

直
接
投
票
箱
へ

期
日
前
投
票
制
度
の

あ
ら
ま
し

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
の

対
象
者
の
拡
大

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
に

代
理
記
載
制
度
を
創
設

従来の不在者投票のように、投票用紙を内封筒へ入れる。
外封筒に入れて署名する。また、外封筒へ立会人が署名
することは、なくなり、手続きが簡素化されました。

期日前投票所で投票用紙へ
記載します。

7月1日以降
余った指定荷
札は、4枚で、
もやせないご
み 専 用 袋
30 1枚と交
換できます。

もやせないごみ専用袋に自治会名、氏名、
ごみの種別を書いて出してください。9
月ころから出回る新しい専用袋には、記
載欄がありますので、そこに書いてくだ
さい。



かあさんオムレツ

（ａ）卵…4個　サラダ油（玉子焼き
用）…大さじ１　じゃがいも…2個
玉ねぎ…1／4個　合いびき肉…200
ｇ　サラダ油…大さじ１
（ｂ）水…1／2～2／3カップ　しょ
う油…大さじ2～3 みりん・酒…各
大さじ１
（ｃ）水溶き片栗粉…片栗粉、水各
大さじ１　パセリ…適量

①じゃがいもは、皮をむいて１㎝の角切りにし、
水にさらす。玉ねぎはみじん切りにする。
②フライパンに油を熱して①の玉ねぎとひき肉
を中火で炒め、少ししんなりしたら、（ｂ）の
材料と水気を切ったじゃがいもを加え煮る。
③じゃがいもが柔らかくなったら、水溶き片栗
粉をかけ、とろみがついて、全体がまとまる
ようになったら、火をとめる。
④溶き卵１個をフライパンに入れ、表面が固ま
りかけたら③の具の1／4量を片側にのせ、反
対側の端をパタンとかぶせる。フライパンに
皿をかぶせ返して盛り、パセリを添える。

（４人分の材料）

（つくり方）

No.91クッキング

ふ
ん
わ
り
し
て
い
て
お
い
し
い
で
す
よ
、

母
の
味
を
ど
う
ぞ
。

井
沢
き
い
子
さ
ん
（
萩
）

に
苦
情
を
言
い
に
く
く
、
我
慢
さ

れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
番
犬
用
に
飼
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
「
犬

は
鳴
く
も
の
」
と
決
め
つ
け
て
い

る
飼
い
主
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。

朝
、
ゆ
っ
く
り
寝
た
い
の
に
ご

近
所
の
犬
の
鳴
き
声
に
た
た
き
起

こ
さ
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
ま
に
は
仕
方
が
な
い
に
し
て
も

恒
常
的
に
な
る
と
…
。
飼
い
主
に

は
か
わ
い
い
鳴
き
声
で
も
、
犬
が

好
き
で
な
い
人
間
に
は
騒
音
以
外

の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
に
比
べ
、
犬
を
飼
わ
れ
る
方

が
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
た
。
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
有

今
月
は
、
読
者
の
方
か
ら
ｅ
メ
ー

ル
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
お
答

え
し
ま
す
。

犬
の
特
集
と
て
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
犬
の
鳴

き
声
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
た
だ
け

な
か
っ
た
の
が
と
て
も
残
念
で
す
。

ふ
ん
や
放
し
飼
い
は
広
範
に
わ

た
る
た
め
、
ま
た
相
手
を
特
定
で

き
な
い
た
め
に
苦
情
を
言
い
や
す

い
の
で
す
が
、
鳴
き
声
は
迷
惑
の

程
度
が
、
一
定
限
度
の
た
め
、
苦

情
の
相
手
が
特
定
し
や
す
い
た
め

線
・
広
報
紙
等
を
通
じ
て
広
報
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
犬
の
鳴
き

声
に
関
す
る
役
場
へ
の
苦
情
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
ふ
ん
や
、
放
し

飼
い
に
比
べ
て
は
少
な
い
よ
う
で

す
。
そ
の
理
由
は
、
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
、
だ
れ
が
役
場
に
言
っ
た

の
か
が
特
定
さ
れ
や
す
く
、
ご
近

所
と
の
関
係
を
考
え
て
、
我
慢
し

て
い
る
面
も
あ
る
の
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
。

同
様
に
、
鳴
き
声
に
関
す
る
問

題
を
広
報
紙
面
に
出
て
話
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
、
難
し
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
こ
の
よ
う

に
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
を
ご
紹
介

す
る
の
も
、
一
つ
の
広
報
手
段
か

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

広
報
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
手

紙
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ

は

、

sa
n
a
d
a
@
to
w
n
.sa
n
a
d
a
.n
a
g
a
n

o
.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
72-

４
１
４
０

12

このコーナーでは、広報に寄
せられた意見について考えま
す。皆さんのお便りをお待ち
しています。

37

犬
の
鳴
き
声
に
も

ふ
れ
て
欲
し
か
っ
た

メ
ー
ル
を
紹
介
す
る

の
も
一
つ
の
広
報
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宮
下
透
さ
ん
は
、
今
年
２
月

に
山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
山
形

も
が
み
国
体
の
大
回
転
成
年
男

子
Ｃ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

菅
平
出
身
で
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
ス
キ
ー
を
し
て
き
た
宮
下

さ
ん
。
「
今
ま
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
と
か
、
全
日
本
選
手
権
で
は

優
勝
が
な
か
っ
た
の
で
、
37
歳

で
初
め
て
全
国
大
会
で
の
優
勝

と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
し
ま

す
。宮

下
さ
ん
は
、
全
日
本
ス
キ

ー
連
盟
が
認
定
す
る
21
人
の
国

内
最
高
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
タ
ー
も
今
季
ま
で
務
め
て

き
ま
し
た
。

現
在
ま
で
競
技
を
続
け
、
国
内

最
高
の
技
術
を
維
持
し
て
き
た
理

由
を
伺
う
と
、
「
大
学
後
半
か
ら

自
分
で
ス
キ
ー
の
技
術
を
考
え
て

滑
る
よ
う
に
な
っ
て
、
成
績
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
」
そ
う
で
、「
中

学
、
高
校
時
代
か
ら
成
績
が
出
て
、

こ
れ
で
い
け
る
ん
だ
と
過
信
し
た

り
、
逆
に
あ
る
意
味
、
行
き
詰
ま

る
こ
と
が
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◯57
あの人を訪ねて
あの人を訪ねて
５月９日に開催された町の体育祭。あいにく

の雨で開会式のみの開催となりましたが、そ

の開会式で二人の方がスポーツでの功績をた

たえられ、表彰されました。今月はその二人

を訪ねました。

井
上
さ
ん
は
、
日
本
代
表
選

手
と
し
て
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し
ま
し

た
。
「
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
は
最
後

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
で
き
る

な
ら
や
っ
た
方
が
い
い
よ
と
菅

平
の
人
も
言
っ
て
く
れ
る
ん
で

…
」
と
言
い
ま
す
。
「
毎
年
滑

っ
て
、
昨
年
よ
り
進
歩
し
て
い

れ
ば
、
続
け
ら
れ
ま
す
。
今
は

滑
り
も
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
に

な
っ
て
技
術
的
に
完
成
し
て
い

な
い
の
で
、
努
力
す
る
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

井
上
真
司
さ
ん
は
、
２
月
に
新

潟
県
で
行
わ
れ
た
２
０
０
４
ジ
ャ

パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
競

技
大
会
の
男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

で
優
勝
し
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
競
技
は
コ
ー
ス
ア
ウ

ト
な
ど
で
ゴ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
競
技
。
井
上
さ
ん
に
は
、

同
じ
ク
ラ
ス
で
順
位
を
争
っ
て
い

る
ラ
イ
バ
ル
が
２
人
い
ま
す
。
今

回
の
ス
ー
パ
ー
大
回
転
で
は
、
ラ

イ
バ
ル
２
人
と
も
ゴ
ー
ル
し
て
の

優
勝
。
「
勝
っ
た
の
が
は
っ
き
り

わ
か
る
ん
で
、
や
は
り
う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

みやした　とおる／今年2月
の第59回国体スキー競技の
大回転成年男子Ｃで優勝。

技
術
を
考
え
て
滑
る
よ
う
に
な
っ
て
、

成
績
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

宮
下
透
さ
ん
（
菅
平
）

いのうえ　しんじ／2004ジ
ャパンパラリンピックスキー
競技大会の男子スーパー大回
転で優勝。

井
上
真
司
さ
ん
（
菅
平
）

毎
年
滑
っ
て
、
昨
年
よ
り
進
歩

し
て
い
れ
ば
、
続
け
ら
れ
ま
す
ね
。
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今
月
の
お
話
し
広
場

日
時

６
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所

児
童
図
書
室

担
当

傍
陽
子
ど
も
文
庫
の
皆
さ
ん

手
あ
そ
び
や
わ
ら
べ
う
た
で
、
楽
し
い

お
話
し
の
世
界
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
休
館
日

・
月
曜
定
例
休
館

７
日
（
月
）
／
14
日
（
月
）
／
21
日

（
月
）
／
28
日
（
月
）

・
本
の
整
理
点
検
の
た
め
の
休
館

１
日
（
火
）
／
30
日
（
水
）

お
す
す
め
の
１
冊

『
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
』
梨
木
果
歩

（
小
学
館
）

「
ニ
シ
ノ
マ
ジ
ョ
カ
ラ
ヒ
ガ
シ
ノ
マ
ジ

ョ
ヘ
…
」
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
不
登
校
の
少
女

ま
い
の
心
は
癒
さ
れ
、
大
人
へ
の
扉
を
開

次
の
日
程
で
教
育
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
12

時会
場

真
田
町
文
化
会
館
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

学
校
教
育
係
　
有
線
２
０
４
３

生涯学習のとびら

な
り
ま
す
の
で
、
一
つ
の
曲
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
振
付
は
ち
が
っ
て
来
ま
す
。
私
達
は

心
身
の
健
康
、
又
お
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
為
、
そ
し
て
、
各

イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演
す
る
事
に
よ
り
、
少

し
で
も
、
町
の
文
化
発
展
の
た
め
に
お
役

に
立
つ
事
が
出
来
れ
ば
と
心
が
け
て
お
り

ま
す
。

舞
踊
連
合
会
で
は
年
間
計
画
の
な
か
で

次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
親

睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
真
田
ま
つ
り

参
加
、
舞
踊
お
さ
ら
い
会
、
文
化
祭
出
演
、

ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
で
す
。

舞
踊
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
背
中
が
丸

く
な
っ
た
り
腰
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
人
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

各
流
派
の
指
導
者
宅
の
門
戸
は
い
つ
で
も

開
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
健
康

づ
く
り
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

〔
企
画
担
当
　
長
崎
伊
登
子
〕

舞
踊
連
合
会
は
三
流
派
か
ら
組
織
さ
れ

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
以
前
信
州
博
が

行
わ
れ
た
と
き
に
、
町
か
ら
依
頼
が
あ
り
、

出
演
を
し
た
の
を
機
に
、
発
足
い
た
し
ま

し
た
。

舞
踊
は
各
流
派
に
よ
り
、
指
導
者
が
異

文
化
協
会
加
盟
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
⑪

◆
真
田
町
舞
踊
連
合
会
◆

代
表

清
水
政
美
さ
ん
（
有
線
５
１
６
１
）

ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
や
ど
ろ
ん
こ
相
撲
、
手
つ
な
ぎ
鬼
や

田
植
え
な
ど
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

日
時

６
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午

前
12
時
（
予
定
）
少
雨
決
行

会
場

信
綱
寺
黒
門
下
の
田
ん
ぼ

対
象

小
・
中
学
生
（
親
子
で
の
参
加
可
。

小
学
２
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

申
し
込
み
方
法

個
人
（
事
務
局
で
調
整

し
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
す
）
ま
た
は
１
チ

ー
ム
４
人
一
組
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
係
　
有
線
２
０
９
７

q
72
―
２
６
５
５

４
月
29
日
（
み
ど
り
の
日
）
、
御
屋
敷

公
園
か
ら
赤
井
集
会
施
設
ま
で
の
赤
井
区

一
帯
を
コ
ー
ス
に
、
「
第
４
回
ふ
る
さ
と

再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
３
０
０
名
を
超

え
る
み
な
さ
ん
が
、
赤
井
の
七
つ
石
を
題

材
と
し
た
紙
芝
居
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。
ま
た

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
炭
火
を
使
っ
た
煎
餅

の
手
づ
く
り
体
験
を
し
た
り
、
昔
懐
か
し

い
水
飴
を
味
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
子

ど
も
た
ち
に
は
た
い
へ
ん
好
評
で
、
み
ん

な
ニ
コ
ニ
コ
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

く
こ
と
が
…
。
梨
木
果
歩
さ
ん
が
清
々
し

く
、
少
女
の
心
の
動
き
を
描
い
た
本
で
す
。

新
着
図
書
の
紹
介

新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た
。
多
く
の
方

の
ご
利
用
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
「
お
と
う
さ
ん
だ
い
す
き
」
司
修
（
文

研
出
版
）

◆
「
雨
の
日
の
ふ
た
り
」
と
り
ご
え
ま
り

（
ア
リ
ス
館
）

◆
「
空
色
勾
玉
」
荻
原
規
子
（
徳
間
書
店
）

◆
「
死
の
壁
」
養
老
孟
司
（
新
潮
社
）

◆
「
た
た
ず
ま
い
の
美
学
」
矢
田
部
英
正

（
中
央
公
論
新
社
）

◆
「
身
体
意
識
を
鍛
え
る
」
高
岡
英
夫

（
青
春
出
版
社
）

◆
「
朗
読
の
楽
し
み
」
幸
田
弘
子
（
光
文

社
）

◆
「
柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負
」
津
本
陽

（
文
藝
春
秋
）

◆
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
大
事
典
」

太
田
潤
（
成
美
堂
出
版
）

6
月
の
図
書
館
だ
よ
り

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

ど
ろ
ん
こ
祭
に
集
ま
れ

皆
で
楽
し
く
歩
い
た
よ

北赤井神社奥社にも行ってきたよ。
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問い合わせ　教育委員会　有線２２４４　q72─２６５５

４
月
18
日
（
日
）
、
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
お
い
て
、
第
14
回
真
田
町
硬
式

テ
ニ
ス
大
会
チ
ー
ム
団
体
戦
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｘ

上
原
由
美
子
　
宮
本
　
考

横
沢
清
子
　
　
山
崎
　
徹

準
優
勝

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ

小
川
誠
　
浜
野
利
行

山
岸
　
　
由
良

第
３
位

Ｓ
Ｔ
Ｃ
　
Ａ

飯
塚
義
隆
　
依
田
信
芳

柳
沢
佐
智
代

５
月
13
日
（
木
）
洗
馬
川
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
24
回
真
田
町
高

齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
》

優
　
勝

荒
井
　
準
優
勝

十
林
寺

第
３
位

横
尾
　
大
畑

《
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
》

優
　
勝

中
原
　
準
優
勝

穴
沢

第
３
位

中
組
　
大
日
向

《
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
》

優
　
勝

萩
　
　
準
優
勝

竹
室

第
３
位

曲
尾
　
真
田
Ｂ

７
月
10
日
（
土
）
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅
平

陸
上
競
技
場
で
、
第
19
回
真
田
町
陸
上
記

録
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
記
録
会
は
、
本
格
的
な
陸
上
競
技

場
で
競
技
が
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。

自
己
記
録
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
、

大
勢
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◇
小
学
生
・
中
学
生
の
部
は
学
校
を
と
お

し
て
参
加
の
取
り
ま
と
め
を
い
た
し
ま
す
。

〈
学
校
へ
の
申
込
期
限
６
月
21
日
（
月
）〉

◇
高
校
生
以
上
一
般
の
部
は
、
真
田
町
教

育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

〈
申
込
期
限
６
月
25
日
（
金
）〉

◇
高
校
生
以
上
一
般
の
部
の
競
技
種
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
０
０
Ｍ
走
・
８
０
０
Ｍ
走
・
１
５
０
０

Ｍ
走
・
走
り
幅
跳
び
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
の
５
種
目

開
催
期
日

７
月
10
日
（
土
）
午
前
８
時

か
ら
受
付
開
始
〔
小
雨
決
行
〕

開
催
場
所

サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅
平
陸
上
競

技
場

参
加
資
格

町
内
在
住
及
び
町
内
勤
務
者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
真
田
町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
へ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

q
72
―
２
６
５
５
　
有
線
２
２
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
―
８
１
３
３

６
月
20
日
（
日
）
上
田
市
自
然
公
園
総

合
体
育
館
で
、
第
４
回
上
小
ふ
わ
っ
と
テ

ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

真
田
町
か
ら
４
チ
ー
ム
が
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
、
真
田
町
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
選

出
し
ま
す
。）

開
催
期
日

６
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

参
加
資
格

町
内
に
居
住
す
る
方
で
４
月

１
日
現
在
、
35
歳
以
上
の
男
女
で
す
。

１
チ
ー
ム
４
人
以
上
で
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
を
原
則
と
し
、
組
め
な
い
場
合
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。
但
し
女
性
の
み
の
ペ
ア

は
可
能
で
す
。

申
込
期
限

６
月
７
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ

真
田
町
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係

q
72
―
２
６
５
５
　
有
線
２
２
４
４

第
14
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
、
４
月
29
日
（
木
）
に
松
本
広
域

公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

真
田
町
チ
ー
ム
は
、
総
合
44
位
（
74
チ

ー
ム
参
加
）
で
、
記
録
は
２
時
間
34
分
44

秒
で
し
た
。

第
45
回
体
育
祭
は
、
５
月
９
日
（
日
）

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
開
会
式
を
行

な
っ
て
い
る
と
き
、
雨
が
降
り
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

開
会
式
の
あ
と
、
分
館
長
と
大
会
本
部

長
の
協
議
に
よ
り
、
大
会
は
開
会
式
だ
け

で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
解
散
し
ま
し
た
。

各
分
館
の
役
員
さ
ん
に
は
、
選
手
集
め

か
ら
前
日
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

今
回
は
、
入
場
行
進
の
前
に
各
分
館
の

代
表
者
が
く
じ
を
引
き
、
点
数
の
多
か
っ

た
次
の
６
分
館
が
賞
品
を
手
に
し
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
あ
み
だ
く
じ
結
果

竹
室
分
館

中
原
分
館

角
間
分
館

穴
沢
分
館

菅
平
分
館

表
木
分
館

陸
上
記
録
会
参
加
者
募
集

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

大
会
結
果

真
田
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

真
田
町
体
育
祭

長
野
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
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す。自由に見学し、園児のお友達

と遊びましょう。小さいお友達誘

い合ってお出かけください。

日時 ６月１８日（金）午前10

時～11時30分

問い合わせ いずみ幼稚園

有線３７９８　q72―２２６２

県民のみなさんが、地域の景観

づくりに積極的に参加していただ

くことが目的の「景観サポーター

制度」に基づき、地域の景観づく

りを支えるボランティアの景観サ

ポーターを募集します。

応募資格 県内在住の満20歳以

上の方で活動に参加できる方

登録期間 ２年間（平成16年７月

売上金の一部は真田町社会福祉

協議会に寄付されます。

日時 ６月26日（土）午後７時

～９時（６時30分開場）

場所 菅平高原国際リゾートセン

ター２Ｆ大ホール

料金 ３０００円（ワンドリンク

＋２００３年実況録音版ＣＤ１枚

付き）チケットは菅平高原観光協

会、役場観光商工課、教育委員会、

ふれあいさなだ館で発売中

出演者 チャリートほか

問い合わせ 菅平高原観光協会

q74─２００３

ド・ドーン…

信州真田六文銭太鼓の太鼓教室

参加者を募集します。

日時 毎週月曜日の午後７時～８

時30分（６月は７・14・21・28

日、７月は５・12・19・26日）

場所 福祉センター講堂

対象 小学３生位～

内容 基礎練習とオリジナル曲の

練習（費用１０００円）

問い合わせ・申し込み 社会福祉

協議会　大久保　有線２００７

q72─２９９８　小林０９０－９

０００－４８２８

ＮＰＯ法人やまぼうし自然学校

の講座で、実際に役立つキャンピ

ング技術を習得し、夏・冬のキャ

ンプでリーダーになろう！

場所・参加費 菅平高原および町

内　１回３００円　

募集対象年齢・人数 小学４年生

～中学３年生　各回20人

２００４年プログラム

きこり技術 ６月27日（日）森林

の除間伐、のこぎり、ナイフの使

い方

沢のぼり技術 ７月11日（日）沢

登り、現地調達のサバイバルクッ

キング

サマーキャンプ ８月　焚き火・

沢登り・木登りに挑戦の３泊４日

登山技術 ９月23日（木）ばてな

い登り方、天気をよむ

木登り技術 10月23日（土）きこ

りの木登り「ぶり縄術」

ネイチャークラフト 11月23日

（火）丸太、小枝、木の実、つる

を使って楽しいものを作ろう。

カービングスキー 12月23日（木）

アルペンスキー、雪遊び、お山の

谷でそり遊び

雪の森であそぼう １月「お尻そ

りー」や「長靴スキー」にチャレ

ンジ、雪の森で動物の足あと追跡

ハイキング

雪の森探検 ２月５日（土）アニ

マルトラッキング、イグルー作り

スノートレッキング 3月5日（土）

雪山にチャレンジ！そり遊び

終了式

申し込み・問い合わせ ＮＰＯ法

人やまぼうし自然学校 q74-2735

http://member.nifty.ne.jp/yamabo

ushi

いずみ幼稚園の園内を開放しま
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Information

菅平高原で恒例の
ジャズフェスティバル

いずみ幼稚園で
お友達と遊ぼう！

ジュニアキャンプリーダー
養成講座を募集

身近な景観について
考え、活動しませんか

太鼓教室にあなたも
参加してみませんか？

第1回ふれあいさなだ館杯
囲碁大会を開催

16

180

１日～平成18年６月30日）

活動内容 地域の景観についてハ

ガキなどでの提言、県の研修会な

どへの参加、地域での景観形成の

ためのグループ活動、景観に関す

るイベントや会議への参加、電柱

にはられたビラやポスターの除去

作業の補助

締め切り ６月30日

申し込み・問い合わせ 上小地方

事務所建築課q25―７１４２（申

込書は役場生活環境係に有ります）

ボランティア・ＮＰＯ活動への

理解と参加を促進するために県民

ＮＰＯ講座を開催します。関心の

ある方お越し下さい。

日時 ６月26日（土）午後１時～

場所 上田合同庁舎消費生活セン

ター会議室　

内容 県ＮＰＯ活動推進室による

ＮＰＯ入門講座、地域の活動事例

発表、ＰＲ用ブースによる情報提

供、交流。 参加費無料です。

申し込み・問い合わせ 県生活文

化課ＮＰＯ活動推進室

q０２６－２３５－７１８９

上田創造館陶磁展２００４ ６月

11日（金）～22日（火）午前９時～

午後４時30分　陶芸作家の作品

に花を生けます。生花展示18日

（金）～20日（日）

水中のプランクトンを顕微鏡で調

べよう ６月12日（土）午前９時

30分～11時　内容／小川や水田

の微生物を顕微鏡で観察　申込

は、６月10日まで

昔ばなし語りの会 ６月12日（土）

午後１時30分～３時

夏の星座さがしと神話 6月19日

（土）午前10時～11時　内容／夏

の主な星座の見つけ方と星座にま

つわる神話

光と影の遊び　影絵ワークショッ

プ ６月20日（日）午後１時～

内容／みんなで作って遊ぶ影絵劇

ごっこ　参加対象／小学生以上の

親子25組50人　申し込み／６月

１日～10日まで

夏本番！パソコンで作ろう！オリ

ジナルＴシャツ ６月26日（土）

午後１時30分～４時30分　内

容／パソコンで描いた絵をアイロ

ンプリント紙に印刷し、オリジナ

ルＴシャツを完成させます。 申

し込み／６月15日までに（申し

込み多数の場合は抽選） 参加

料／１０００円（１名）小学生以

下は保護者同伴　持ち物／白のＴ

シャツ（プリントしたいイラスト

や絵があれば持参ください）

星空コンサート「白柳淳クラシッ

クギターの夕べ」 ７月９日（金）

午後７時～、演奏者／白柳淳さん

入場券／１０００円（６月１日か

ら上田創造館で発売）

創造館臨時休館日 ６月７日（月）

問い合わせ 上田創造館

q23─１１１１

（６月６日～７月５日）

乳児整形外科検診・離乳食教室

６月８日（火）午後１時15分～

１時40分受付、

場所／保健センター、

対象／16年１～３月生まれ

お誕生相談 ６月15日（火）午

前９時～９時30分受付、

場所／保健センター、

対象／15年４～６月生まれ

乳児健診 ６月25日（金）午後

１時15分～１時40分受付、

場所／保健センター、

対象／15年８・11月月生まれ、

16年２月生まれ

三種混合 ６～８月

県民NPO講座を
開催します

乳幼児健康診査と
予防接種
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・
・
・
・
・
・
・
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・

・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・

場所／本原医院・小林医院、

対象／初回は15年９月～16年２

月生まれ・追加は14年３～８月

生まれ・90ヶ月未満の未接種児

問い合わせ 保健センター

有線２０５３　q72─９００７

上田創造館の
6月の催し

生活 情報

温泉に入って、食事をして、

囲碁を楽しみ、賞品を獲得し、

脳の若返りと活性化のオマケ付

きという楽しい会を企画しまし

た。町内外、老若男女を問わず

だれでも参加できます。大勢の

方、ご参加ください。

日時 ７月４日（日）午前10時

30分～

場所 真田温泉ふれあいさな

だ館特設会場

参加費 大人７００円　高校

生以下６００円　食事券（限定

メニュー）付き（他に入館券が

必要です）

賞品 １位・２位・３位トロ

フィーと賞品　全員に参加賞

申し込み締め切り ６月30日

（定員40人、先着順）

運営指導 真田町囲碁クラブ

申し込み・問い合わせ　ふれ

あいさなだ館　有線２２３０

q72―２５００　申込書は、ふ

れあいさなだ館にあります。

行政相談、心配ごと相談
日時 6月25日（金）午前9時～

正午

場所 福祉センター

問い合わせ 行政係

有線２０１１ q72─２２０１

または社会福祉協議会

有線２０９１ q72─２９９８



18

れています。気象情報や有線放送

などに注意し、「急に川の水が真っ

黒に濁った」「山鳴りがする」「裏

山からパラパラと小石が落ちてい

る」など危ないと感じたときには、

ためらわずに非難しましょう。

土砂災害１１０番（上田建設事務

所内） q25─７１６５

情報提供や質問、相談が可能。

平日の午前８時30分～午後５時15

分までと大雨注意報・警報発令中

に利用できます。

問い合わせ 建設係

有線２０８３　q７２─４３３１

結婚50周年（金婚式）を迎える

方に、お祝いの記念品を贈呈しま

す。該当する方はお申し出くださ

い。

対象者 町内在住者で、昭和29年

４月１日から昭和30年３月31日ま

でに結婚又は同居された方

実施時期 平成16年９月中旬

申し込み期間 ６月20日～７月30

日まで

申し込み・問い合わせ 高齢者支

援係　有線２１１２　q72―４７

００又は地元の民生児童委員まで

６月23日～29日の男女共同参画

週間にあわせて、男女共同参画に

ついて関心を持ち、考える機会と

してセミナーを開催します。大勢

の方、ご参加ください。

日時 ６月26日（土）午前10時

～午後３時30分

場所 県男女共同参画センターあ

いとぴあ（岡谷市）

テーマ 「メディア・リテラシー

の重要性を理解する」メディア・

リテラシーとは、メディアから流

される情報を、主体的に、批判的

に読み解いて活用する能力のこと

です。

内容 オープニングビデオ「ウォ

ッチング・ＴＶ～テレビで流され

る暴力～」／講演「メディア・リ

テラシーと映画」／インターバル

ビデオ「ゲット・ザ・ピクチャー

メディアに描かれる女性」／映画

上映「ガールファイト」～好きな

私を生きてみる～／映画評論

講師 松本侑壬子
ゆ み こ

さん（映画評論

家・十文字学園女子大学教授）

その他 入場無料、小さなお子さ

んがご一緒でも、周囲を気にせず、

映画を見たり、講演をきくことが

できる母子室があります。

締め切り ６月18日（金）託児

希望の方は、お申し出ください。

申し込み・問い合わせ q０２６

６－２２－５７８１　Fax０２６

６－２２―５７８３

県では、人権および福祉に関す

る法律上の問題について弁護士に

よる相談を行います。相談は無料

で、秘密は厳守します。

相談会場 佐久地方事務所

相談日時 毎月第２、第４水曜日

午後１時30分～３時30分（１人

当り30分以内）

予約 電話で相談日の１週間前の

午前８時30分から前日の正午まで

です。予約は先着順になります。

予約受付・問い合わせ 佐久地方

事務所厚生課

q０２６７－６３－３１４０

採用説明会

日　７月19日（月）

内容 自衛隊全般（防大・医大含

む）自衛官募集について

日　８月８日（日）

内容 防衛大学校学生説明会・防

衛医科大学校説明会

時間 両日午後12時30分～２時

場所 両日上田消費生活センター

募集種目／資格／受付期間

防衛大学校学生（幹部）／高卒

（見込）21歳未満／９月６日～８

日（推薦）９月10日～10月１日

（一般）

防衛医科大学校学生（総合臨床

医）／高卒（見込）21歳未満／

９月10日～10月１日

２等陸海空士／18歳以上27歳未

満／随時（男子）８月２日～９月

８日（女子）

一般曹候補学生／18歳以上24歳

未満／８月２日～９月８日

曹候補士／18歳以上27歳未満／

８月２日～９月８日

航空学生（海空パイロット）／高

卒（見込）21歳未満／８月２日

～９月８日

看護学生（看護師）／高卒（見込）

24歳未満／９月10日～10月１日

陸上自衛官（看護）／36歳未満

（免許取得者）33歳未満（免許取

得見込）／９月10日～10月１日

申し込み・問い合わせ 自衛隊上

田募集事務所　q22―５２６７

６月１日から７日まで、全国一

斉に第46回水道週間が実施されま

す。本年のスローガンは、「安心

の笑顔ひろがる水道水」です。

町では、安全でおいしい水を安

定して給水するため、毎月の水質

検査、老朽管の布設替、配水池の

整備をすすめています。

問い合わせ 上水道係　

有線２０７１　q72―４２５３

結婚50周年を
迎える方に
記念品を贈呈

防衛大学校等学生
自衛官の
採用説明会開催

安心の笑顔ひろがる
水道水
水道週間を実施

男女共同参画センター
あいとぴあ
公開セミナー

人権、福祉に関する
法律上の悩みを
お持ちの方へ

児童手当は、小学校入学前のお

子さんを養育されている方に支給

されます。この手当は、所得が一

定額以上や、勤務先から手当が支

給される場合を除き、ほとんどの

方が受けられます。

受給資格の有無について確認す

るために、６月に現況届の提出が

必要です。用紙をお送りしますの

で、６月30日（水）までに提出

をお願いします。

児童手当の額（月額）

第１子・第２子……５０００円

第３子以降………１０,０００

円

支給月 ６月、10月、２月

問い合わせ 福祉係

有線２０２２　q72─２２０３

介護保険を実際に利用する皆さ

んが、利用しやすいサービスにな

り、痴ほうのお年寄りを介護して

いる皆さんが、サービスをもっと

気軽に利用し、満足できる、より

よい介護保険となるよう皆さんと

いっしょに考えたいと思います。

多くの方のご参加をお待ちしてい

ます。

日時 ７月10日（土）午後０時45

分～午後３時15分（午後０時20分

開場）

場所 丸子町セレスホール　小ホ

ール

内容 ①基調講演　演題／物忘れ

を理解する（仮題） 講師／杉山

孝博さん（神奈川県川崎幸クリニ

ック院長）②パネルディスカッシ

ョン　内容／痴ほう高齢者介護の

取組みについて　コーディネータ

ー：深瀬文啓さん（長野大学社会

福祉学部講師） 助言者：杉山孝

博さん　パネリスト：サービス提

供者、介護支援専門員、家族、行

政それぞれの立場の方に発言して

いただきます。

入場料 無料

その他 当日は、託児と手話通訳

があります。託児を希望される方

は、７月２日（金）までにお申し

込みください。

問い合わせ 上田地域広域連合事

務局介護保険課　q23－０２９７

上田人権擁護委員協議会の女性

委員が悩みごとの相談を受けます。

新聞やテレビでは、児童への虐

待やドメスティックバイオレンス

といった家庭内の痛ましい事件が

報道されますが、これらは、人権

を侵害するものです。

また、女性をとりまく社会環境

は、セクハラ、ストーカーなどさ

まざまな人権問題と背中合わせに

なっています。

どんな悩みごとでも相談を受け

ます。秘密は厳守され、相談は無

料です。お気軽にご相談ください。

日時 ６月14日午後１時～４時

場所 上田駅前ビル・パレオ４階

上田情報ライブラリー　セミナー

ルーム

問い合わせ 上田人権擁護委員協

議会事務局（長野地方法務局上田

支局内）q23―２００１

今年も梅雨や台風のシーズンが

近づき、大雨による災害が心配さ

れます。特に下流では水量が増え、

あぜ草やビニールなどが水の取り

入れ口や暗渠の用排水路につまり

水害になるケースが毎年数多く発

生しています。

川や用水路にあぜ草を流したり

ごみを捨てないようお願いします。

また堰の水門の管理は、事故がお

きないよう管理をお願いします。

問い合わせ 農村整備係

有線２０８２　q72－４３３０

６月１日から30日は、土砂災害

防止月間です。

一瞬にして命や大切な財産を奪

う、土石流・地すべり・がけ崩れ。

これらの土砂災害のほとんどは、

長雨や大雨などが引き金になって

発生します。

梅雨に入るこの時期、まさかの

ときに備えて家の周囲の危険か所

を確認したり、避難場所や避難路

を家族と話し合っておくことが大

切です。

土砂災害は、降り続いた雨の量

が多くなると発生しやすいと言わ

6月は児童手当の
現況届の月です
お忘れなく！

あぜ草やごみは
川や用水路に
流さないように

6月は防止月間
みんなで防ごう
土砂災害

7月10日（土）
広域連合で
介護保険講演会

暮らしの中の悩みごと
女性のための
相談所を開設

19
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木

土

日

火

水

木

土

日

火

水

木

土

日

火

木

土

日

番　　　組　　　名 ／　　出　　演　　者

学校だより「部活動・上小地区大会を前にして」 ／真田中学校

駐在所だより ／真田駐在所　小山所長

身近な税のはなし「税金相談はお気軽に」 ／上田税務署

おはなしの世界へ｢詩集　紙ふうせん　より｣ ／おとぎの会　星野照子さん

学校だより「３松の歌声　３年生」 ／傍陽小学校

みんなの健康「子育て支援センターの利用について」 ／子育て支援センター　金井保育士　

図書館の窓 ／図書室

暮らしの豆知識 ／上田消費生活センター

おはなしの世界へ｢酒の泉｣ ／おとぎの会　堀内ちよ江さん

保育園だより「なにしてあそぼう」 ／すがだいら保育園

みんなの食生活「食中毒予防‐腸内環境をよくしよう」 ／保健センター　山崎栄養士

農業アドバイス ／真田営農センター

さなだ通信 ／町内から

生活のしおり ／ＪＡ長支所増田生活指導員

おはなしの世界へ｢ふるやのもり｣ ／おとぎの会　宮島喜久子さん

学校だより「元気に泳ぐぞ　１年生」 ／本原小学校

公民館だより ／教育委員会

生活環境係から ／生活環境係

おはなしの世界へ｢天竜川のカワランベ｣ ／おとぎの会　小林彰さん

保育園だより「どろだんごだいすき」 ／そえひ保育園

ゆうほう番組表（6／6～7／5）

放送時間は、夕方６時30分～ （再放送は翌朝６時～）となります。

（おはなしの世界へ、学校・保育園だよりは夕方６時～）

日 曜

恒例のかかしコンテストの作品

を募集します。

農休みのひとときに、また、子

どもたちの夏休みに、一つしかな

いわが家のかかしをつくってみま

せんか。

募集作品 町内に設置されている

かかしで、格好、大きさ、材質な

どは自由。昨年、応募したものを

模様替えしたものも可。

応募方法 製作者の住所、氏名、

電話番号、作品名、設置場所を電

話かＦａｘで事務局までお申し込

みください。

表　　彰 入賞者には、賞状と副

賞（記念品）を贈ります。また応

募者全員に記念品をさしあげま

す。

発表は、広報さなだまち11月号に

掲載します。

締め切り ９月３日（金）

問い合わせ・申し込み コンテス

ト事務局（農林係内）

有線２０２４　q７２－４３３０

Ｆａｘ７２－４１４０

真田の里かかしコンテスト作品募集！

昨年の、かかしコンテストか
ら…。町長賞を受賞した、清
水さと子さん（中横道）とそ
の受賞作品。
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小山萌那ちゃんとお母さん

4 月 届 け 出分

□ごめいふくをお祈りします

桑田　澤男　　92 菅　平

柳澤　要子　　74 萩

大久保安二　　34 大日向

羽村左十郎　　80 菅　平

堀内　敏重　　82 上横道

三井　　等　　87 岡　保

荒木　傳久　　78 真　田

関口たつ子　　75 曲　尾

関　　文雄　　53 岡　保

☆お誕生おめでとう

友　則赤岡　咲羽
さ わ

曲　尾明　香

裕　英川村将太郎
しょうたろう

菅　平良　枝

寿　広小山　萌那
も な

大　庭麻衣子

♡いつまでもお幸せに

上野　豊　　　上 田 市
小林真有美　　入軽井沢

小林　浩志　　菅　　平
三枝　沙織　　白 馬 村

紫外線の量は4月頃から増え始め、５～

８月頃に特に多くなり、10月頃まで続き

ます。紫外線は波長によってUVA、UVB、

UVCに分けられます。UVAとUVBはしわ、

しみ、皮膚がんの他、白内障や免疫力低下

の原因となります。

20歳を過ぎると目立ってくるしわや、し

みは単なる老化ではなく紫外線が原因の

「光老化」と言われるものです。特に子供は

外で遊び、長時間紫外線にさらされます。

18歳までに人生の半分以上の紫外線を浴び

てしまうと言われる程で、光老化を防いで

美しく健康的な皮膚を保つためには赤ちゃ

んのころからの紫外線対策が重要なのです。

太陽が出ていない夜を除き、紫外線がゼ

ロになることはありません。最も紫外線の

強い10時～14時には出来るだけ外出を避

け、外に出る時は衣服や日傘、帽子、サン

グラスで皮膚を保護します。同時に日焼け

止めクリームを使うと効果的ですが、紫外

線吸収剤や保存料などが原因でかぶれた

り、塗り方次第で効果も違います。肌にあ

ったものを選び、むらなくしっかりとこま

めに塗り直すことが大切です。

６月30日（水）

・個人町県民税（普通徴収）

・保育料

・町営住宅使用料

・神川沿岸賦課金

７月１日（木）

・水道料金

・下水道料金

・農集排料金

・個別排水使用料

ご
両
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
お
ら
か
に
、

す
く
す
く
と
育
っ
て
ね
！

納 税 と 使 用

紫外線にご用心！

月　日
工事店名

金 井 設 備 商 会 S
q72-2118 有線 3356

D 駒 屋 商 店
q72-3696 有線 2373

D 真 田 建 設
q72-2019 有線 5430

石 巻 設 備
q73-2021 有線 4454

D 長 崎 商 店
q73-2511 有線 2368

S ア サ ヒ 興 業
q72-3414 有線 5333

D ド ー ム 管 工
q72-0771 有線 4383

山 崎 設 備 工 業 D
q73-2322 有線 4210

D 信 濃 空 調
q72-5706 有線 6249

若 林 設 備 工 業 所
q72-3166 有線 5332

イ チ ノ セ 管 工
q72-3000 有線 5216

浅 間 設 備 S
q72-3938 有線 5216

菅 平 設 備
q74-3933 有線 5216

6 月
＊
＊
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

25
26
27
28
29
30
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

水道工事当番店 6月の水道工事当
番店です。

料

（

（

（
（
（

持ち帰ろう！
散歩中の犬のふん

クリーンキャンぺーン

◯C杉浦茂

由利鎌之助
真田町イメージキャラクター
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５月７日、役場講堂で農業者年

金友の会総会が行われ、16年度事

業計画などの議事が行われた後、

舞台朗読家熊澤南水さんの講演会

と「語り」が行われました。

講演会では、幼いころ青森県か

ら東京に転校。津軽なまりを笑わ

れた経験から、将来、言葉を話す

職業に就こうと決意したことなど

自身の半生を講演。「語り」は山

本周五郎の「二粒の飴」を講演し

ました。会場には、会員以外にも

多くの人が訪れ、南水さんの「語

り」の世界に聞き入っていました。

５月の連休中、御屋敷公園内の

真田庵周辺ではツツジが咲き、県

外などから多くの観光客が訪れま

した。真田庵では農村女性ネット

ワーク真田の有志の方からなる

「ふるさと味の研究会」の方が交

代で出て、おはぎとそばすいとん

を観光客に提供しました。

同会の運営には以前は町の補助

金が出ていましたが、観光バスの

ルートにも加わり、多くの観光客

が訪れるようになったことから、

会計も独立して運営しています。

同会の松沢愛子会長（大日向）は、

「農業のグループなので、地元産

のそば粉やきのこを利用して、味

も試行錯誤してつくりました」と

話していました。

５月３日、ふれあいさなだ館で、

真田町きのこ組合協業体と、ふれ

あいさなだ館下にある「温泉熱ハ

ウス金の卵ハウス」のメンバーが

共同で「きのこ教室」を開催しま

した。

このイベントは、きのこの消費

拡大や、普及啓発活動を目的に、

県が支援する林業グループ活動支

援事業の一環で行われたものです。

ナラやクヌギの木に駒といわれる

きのこの菌を植菌する体験や、そ

の原木の販売、きのこ料理の紹介

や、組合員の栽培したきのこの販

売などが行われました。

このほど、役場が県環境保全協

会の環境活動評価プログラム「エ

コアクションながの」の認証を取

得しました。

「エコアクションながの」は環

境省の「エコアクション21」に

基づいて同協会が独自に設けてい

るもので、国際規格であるＩＳＯ

１４００１に比べて費用が安価で、

推進が容易なシステムです。

町は昨年からこの環境保全活動

に取り組み、３月に審査を受けて

認定されました。実施内容は、電

気使用量、公用車燃料、用紙使用

量などの削減で、対前年比で電気

は、24.15％、紙については10.24

％削減しました。町は今後もこの

取り組みを継続していきます。

５月２日、真田区の剣岩稲荷神

社の八十八夜祭が行われ、剣岩の

中腹に区民が集まり神事や、神楽

が行われました。

剣岩稲荷神社があるのは、神川

を挟んで真田区の対岸にある剣岩

の中腹、真田区が一望できる絶景

の場所。今年は鳥居を新しくして

の祭りとなりました。

祭りは祭事を行い、その後、区

民による獅子舞が披露され、なお

らいが行われました。当番組合伍

長の松尾歳久さんは、「新しい鳥

居は、区民に作ってもらい、設置

も手づくりでやりました」と話し

ていました。

会長の若林正広さん（赤井）は、

「山ではこういう産物が採れると

いうことを知って、山に親しんで

もらいたいです」と話していまし

農業者年金友の会総会で
舞台朗読家の熊澤南水さんが講演

ツツジも咲いた5月の連休中
御屋敷公園の真田庵が観光客で賑わう

ふれあいさなだ館で
きのこ教室開催される

役場が環境活動評価プログラム
エコアクションながの認証取得

真田の剣
けん

岩
いわ

中腹で獅子舞をして
剣岩稲荷神社八十八夜祭

Camere  News

カメラニュースは、町の中の様々

な出来事や話題をお届けしてい

ます。



５
月
３
日
、
十
林
寺
区
に
よ
る

真
田
氏
本
城
祭
り
が
、
同
本
城
跡

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
昔
か
ら
続
く
八

十
八
夜
祭
り
を
３
年
前
か
ら
真
田

氏
本
城
祭
り
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
も
の
。
十
林

寺
の
東
側
の
だ
る
ま
山
に
は
、
石

仏
の
大
き
な
だ
る
ま
が
あ
り
、
養

蚕
の
神
様
と
し
て
、
養
蚕
の
盛
ん

な
こ
ろ
は
出
店
も
出
て
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
た
祭
り
と
い
い
ま
す
。

祭
り
は
、
始
め
に
長
谷
寺
の
宮

下
博
一
住
職
に
よ
る
達
磨
大
師
祈

願
の
祭
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
区
保
存
会
に
よ
る
神
楽

が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
区
民
有
志

に
よ
る
詩
吟
の
朗
詠
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
詩
吟
は
、
本
城
跡
の

石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
真
田
氏
本
城
」

の
漢
詩
で
、
集
ま
っ
た
人
に
も
読

み
の
付
い
た
漢
詩
が
配
ら
れ
、
一

緒
に
朗
詠
し
ま
し
た
。
最
後
に
は

信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
の
演
奏
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
真
田
氏
本
城
横

は
、
昨
年
か
ら
区
民
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
芝
生
の
広
場
が
広
が
り
、

50
本
の
こ
い
の
ぼ
り
が
飾
ら
れ
た

素
晴
ら
し
い
眺
望
。
豚
汁
や
、
ま

ゆ
玉
だ
ん
ご
も
振
る
舞
わ
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
、
祭
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

５
月
９
日
は
、
朝
か
ら

曇
り
の
日
で
し
た
。
そ

し
て
、
体
育
祭
が
行
わ
れ
る
日
。

し
か
し
、
開
会
式
の
終
わ
り
近
く

か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
開
会
式
終

了
後
、
競
技
中
止
。
今
年
の
体
育

祭
は
、
開
会
式
の
み
で
終
了
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
前
日
の
準
備
か
ら
カ

メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
、
体
育
指
導

員
や
、
厚
生
部
長
さ
ん
た
ち
の
準

備
の
模
様
も
撮
影
し
て
い
た
だ
け

に
残
念
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

出
る
と
出
店
に
は
傘
を
さ
し
た
子

ど
も
た
ち
が
ま
だ
大
勢
。
一
番
残

念
だ
っ
た
の
は
子
ど
も
た
ち
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
な
べ
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印
刷
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有
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オ
ヤ
ギ
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刷

緑
の
芝
生
が
広
が
り

こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
な
か
、

真
田
氏
本
城
祭
り
。

「
真
田
氏
本
城
」
の
詩
吟
の
朗
詠
も
行

わ
れ
た
。
こ
の
漢
詩
は
、
本
城
跡
の

石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

わたしたちの町の人口
11,759人（－27）

男　15,814人（－16）
女　15,945人（－21）

世帯数　13,777戸（＋18）
平成16年5月1日現在（ ）内は前月比

インターネット情報
http://www.sanada.or.jp/
http://www.town.sanada.nagano.jp/

この広報紙は環境に配慮し、古紙100％、
植物性大豆インキを使用しています。

季節の中で

話題の広場 65
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